
 

荒
川
区
へ
、
観
光
客
や
外
国
人
観
光
客
も
含
め
て
大
勢
の
人
々

い
来
て
頂
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
平
成
27
年
３
月
に｢

荒
川
区
俳

句
の
ま
ち
宣
言｣

を
行
い
、
芭
蕉
行
列
や
俳
句
大
会
等
色
々
な
行

事
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
昨
年
に
は
観
光
案
内
所
を
日
暮
里
北

口
と
南
千
住
東
口
と
に
設
置
し
ま
し
た
。
金
土
日
の
午
前
10
時

～
午
後
４
時
ま
で
ガ
イ
ド
が
常
駐
し
、
お
客
様
の
要
望
の
判
る

案
件
は
外
国
語
及
び
日
本
語
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
て
来
客

を
待
っ
て
お
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
、
一
日
の
利
用
者
は
日
暮

里
案
内
所
で
二
百
人
、
南
千
住
案
内
所
で
は
五
十
人
程
度
だ
そ

う
で
す
。
南
千
住
地
域
で
は
お
客
様
を
呼
べ
る
も
の
が
何
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
、
荒
川
ふ
る
さ
と
文
化
館
と
図
書
館
で
何

か
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

３
月
21
日
午
後
１
時
か
ら
金
子
兜
太
先
生
の

｢

荒
川
千
住
芭
蕉
主
従
に
花
の
春｣

の
句
碑
完

成
除
幕
式
が
あ
り
ま
し
た
。
高
さ
１
ｍ
70
cm
横

幅
２
ｍ
奥
行
80
cm
の
句
碑
は
荒
川
ふ
る
さ
と
文

化
館
正
面
左
前
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
寒
い
雨
の
中
、
西
川
区
長
は
じ

め
、
天
王
さ
ま
の
能
円
坊
宮
司
、
作
者
の
金
子

先
生
の
俳
句
関
係
者
の
方
々
、
区
議
、
文
化
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
方
々
な
ど
二
百
名
以
上
の
方
が
集
ま
り
盛
大
に
終

了
致
し
ま
し
た
。
南
千
住
に
来
る
方
達
に｢

何
も
な
い
町
だ｣

と

言
わ
れ
な
い
よ
う
に
人
々
が
関
心
を
寄
せ
て
く
れ
る
案
件
を
作

り
、
様
々
な
目
的
を
持
つ
人
達
を
呼
び
寄
せ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
小
さ
な
演
劇
場
や
映
画
館
、
美
術
館
が
で
き
れ
ば
飲
食

店
や
カ
フ
エ
で
き
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
や
時
間
を
作
り
出

し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
草
花
に
あ
ふ
れ
る
町
、
花
の
咲
き
乱

れ
る
街
路
樹
の
あ
る
道
を
ゆ
っ
た
り
会
話
し
な
が
ら
歩
け
る
町

に
な
る
よ
う
、
み
ん
な
が
心
掛
け
て
行
け
ば
必
ず
で
き
ま
す
。

自
分
の
町
を
愛
し
ま
し
ょ
う
。

コ
ツ
通
り

杉
山
六
郎

☆六郎が語る☆
南千住一口話
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

荒
川
区
は
も
の
つ
く
り
で
栄
え
た
街
で
す
。
大
企
業
と

と
も
に
、
中
小
・
零
細
企
業
が
た
く
さ
ん
集
積
し
て
い
ま
し

た
。
中
小
・零
細
企
業
は
今
も
頑
張
っ
て
荒
川
区
の
産
業

そ
し
て
経
済
を
支
え
て
い
ま
す
。
荒
川
区
を
日
本
の
産
業

革
命
発
祥
の
地
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
地
域
の
一
つ
で
す
。

特
に
南
千
住
汐
入
は
隅
田
川
貨
物
駅
、
汐
入
水
門
、

瑞
光
橋
、
大
日
本
紡
績
橋
場
工
場
（
そ
の
後
ニ
チ
ボ
ウ
、

ユ
ニ
チ
カ
、
航
空
高
専
）
、
胡
禄
神
社
（
胡
粉
）
、
高
橋
造

船
（
現
汐
入
公
園
）
等
た
く
さ
ん
の
産
業
遺
産
が
あ
り
ま

す
。私

が
世
話
人
を
し
て
い
る
荒
川
革
新
懇
の
行
事
で
す
が
、

４
月
初
旬
の
土
曜
日
の
午
後
散
歩
し
な
が
ら
、
南
千
住

汐
入
の
歴
史
、
地
理
、
産
業
を
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。
地
元

の
仙
成
食
堂
の
杉
山
六
郎
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
だ
け
ま

す
。４

月
８
日
（
土
）午
後
２
時
に
南
千
住
駅
前
に
集
合
し
て
、

４
時
頃
ま
で
散
歩
し
ま
す
。
保
険
料
100
円
か
か
り
ま
す
。

汐
入
公
園
（
小
雨
の
時
は
高
専
学
生
食
堂
）
で
、
４
時
過

ぎ
か
ら
会
費

1000
円
程
度
で
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

連
絡
先
・申
し
込
み
先
は
小
林
行
男
氏
（
TEL
/

FAX
3895-
0508
）

で
す
。 南

千
住
汐
入
の
産
業
遺
産
巡
り

ご
一
緒
に
散
歩
し
ま
せ
ん
か
！
！

こ
ん
に
ち
は
。
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
先
日
、
久
し
ぶ
り
に
Ｌ

Ｃ
Ｃ
日
帰
り
旅
行
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
春
秋
航
空
日
本
の
成
田

～
広
島
線
を
利
用
し
、
山
口
県
岩
国
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

広
島
空
港
か
ら
バ
ス
、
電
車
を
乗
り
継
ぎ
、
Ｊ
Ｒ
岩
徳(

が
ん
と
く)

線
の
西

岩
国
駅
で
下
車
し
ま
し
た
。
現
在
は
ロ
ー
カ
ル
線
の
静
か
な
駅
で
す
が
、
至
近

に
あ
る
名
勝
「
錦
帯
橋
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
模
し
た
と
も
言
わ
れ
る
美
し
い
ア
ー

チ
で
構
成
さ
れ
た
駅
舎
（
昭
和
４
年
竣
工
・
登
録
有
形
文
化
財
）
が
見
ど
こ
ろ

で
す
。
こ
こ
か
ら
、
郵
便
局
と
、
岩
国
出
身
の
作
家
・
宇
野
千
代
の
生
家
（
木
々

と
苔
で
彩
ら
れ
た
庭
が
美
し
い
）
に
寄
り
道
し
な
が
ら
、
錦
帯
橋
ま
で
ぶ
ら
ぶ

ら
散
歩
す
る
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

途
中
、
岩
国
西
郵
便
局
の
手
前
、
小
学
校
の
隣
に
、
和
洋
折
衷
の
レ
ト
ロ
な

建
物
と
「
岩
国
学
校
教
育

資
料
館
」
の
看
板
を
見
つ

け
、
し
ば
し
立
ち
寄
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
こ
は
、

岩
国
藩
知
事
・
吉
川(

き
っ
か
わ)

経(

つ
ね)

健(

た
け)

が
明
治
４
年
に
建
て
た

「
岩
国
学
校
」
の
跡
で
あ
り
、
先
に
紹
介
し
た
宇
野
千
代
や
、
後
述
す
る
藤
岡

(

ふ
じ
お
か)

市
助(

い
ち
す
け)

も
こ
の
学
校
で
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
保
存
さ
れ

て
い
る
建
物
に
は
現
在
、
郷
土
・
民
俗
資
料
室
、
教
科
書
展
示
室
の
他
に
、
藤

岡
市
助
（
白
熱
電
灯
の
国
産
化
や
、
日
本
初
の
電
動
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
電
車
の

運
転
な
ど
に
功
績
を
残
し
、
「
日
本
の
エ
ジ
ソ
ン
」
と
も
称
さ
れ
る
）
の
記
念

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
電
気
史
を
知
る
上
で
興
味
深
い
品
物
や
解
説
板
に
、

私
は
時
間
を
忘
れ
て
見
入
り
ま
し
た
。
総
合
電
機
メ
ー
カ
ー
「
東
芝
」
の
、
二

つ
あ
る
源
流
の
一
つ
「
東
京
電
気
」
は
、
市
助
が
興
し
た
会
社
で
あ
る
こ
と
を

恥
ず
か
し
な
が
ら
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
そ
の
東
芝
は
現
在
、
企
業
の
存
亡
が

危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
陥
っ
て
い
ま
す
が
、
草
葉
の
陰
で
市
助
は
ど
う
思
っ
て
い

る
の
か
と
、
ふ
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
【
当
店
は
不
定
休
で
す
】
★

３
月
…
30
（
木
）
４
月
…
７
（
金
）
、
13
・
20
（
木
）

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分
土
・
日
・
祝
…
AM
10
時
～
PM
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

人
が
集
ま
る
モ
ノ
を
作
ろ
う

い
つ
も
の
よ
う
に
「
旅
行
貯
金
」
も
行
い
ま
し
た
。
白
ヘ
ビ
の
絵
入
り
で
す

思
わ
ぬ
発
見
の
あ
る
旅
…
山
口
県
岩
国
市
を
訪
ね
て


